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核熱利用と水素製造を振り返って

世界水素エネルギー会議などの会場入口には水素自

動車がしばしば展示されており、その光景から水素エ

ネルギ一日寺代の帯司けに入ったので、はと思われるくら

いである。またカナダ、のノミラード千土が自動車用の燃料

電池を発表してからは燃料電池車も加わりますますそ

の観を呈してきた。しかし燃料電池の実用化は定置式

が先で、自動車用はその後:20年先であるという第一線

の開発者の見方もある。いずれにしても水素時代には

水素を安定供給しなければならないため、水素をブて量

に製造できる技術も大事であるロ

水素の製造法としては現行法のほかに電気分解法、

穀ぱヒ学分角手法など多岐にわたる。このなかて芳Mじ学分

解法が注目を浴びるようになったのは、高温ガス炉の

核裂匹ネルギーを吸熱VBt，こ利用することで一連の熱

化学サイクルが提案されてからであるロ

(株)ノ、イプロリサーチ 田所啓弘

いる。

核熱エネノレギーを水素鎚自こ利用する通称保子力水

素が、炭酸ガス排出量の削減にどの程度寄与できるエ

ネルギー技術であるのか、関IL、のあるところである。

ここに解析した結果の→列を図に示す。破線と実線の

差が導入効果を示すことから寄与は大きいことが分か

る。なお前提条件として、高温ガス炉HfGRは2015年

から2030年までに刀GWtの規模で導入される。高温ガ

ス炉からのヘリウムガスは875
0

CでUT3プロセスに

供給され、廃熱ま発電に利用されるロ炭酸ガス排出税

は4ケースを考慮し、炭酸ガス重量トン当たり 0，5，

100 30 $とした。

昨年の12月7日に原研の高温工学宇験研究炉がフル

出力を達成した。また今年の2月27日にヘリウムガス

850
0

Cで中間熱突換器と接続しお軍伝を達成した。今後

核索Lエネルギ-，こついてはわが国では当初、原子力 2年かけて核害訴Ij用に向けて9500
C:運転を目指す予定

製鉄での還元ガス製造への利用が提案され、通産省工 である。まが誌の日仏原子力専門家会合でフランス

業ぜ侃涜の大型プロジェクトとして実施された。原子 は原子力水素に関心を示した。今後、対句を含めて国

力製鉄は粗鋼生産量1億トン以上を維持するに必要な (際協力による熱化省去の苛慨再発糊速することを期

原料炭の協会不足を将剰に鮪白するためであったが、 待したしL

素材産業倒紗惨転や産業構造の変化などによりその

緊急性が低くなり、また寸支炭でも可能になる新技術

の開発により第二期計画を前にして中断した。

日本源子力研究所では、原子力製鉄に替わる新たな

核熱エネルギーの利用分野について、調査・検討を重

ねることになった。その頃、指傷者国では、大量生産、

大量消費、大量廃棄併士会が資源を栴易し、長野お競

悪化の危裁に直面しているとし、う環樹首題が浮上して

きた。このような状況から脱却し、環境調題を改善す

るために、炭酸ガスの排出量の削減に寄与できる水素

エネルギーの鎚査に核熱エネルギーを和閲することが

提案された。既に水を原料とした熱化学分解法による

水素製造プロセスとして 1 SプロセスとUT3プロ

セスがよく知られてし史。両プロセスともえ領エネル

ギー省の下で一昨年に実施された核実例用水素製逝去

25種の中でスクリーニングの結果、高し、評価点を得て
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